
 

 
令和元年１０月１８日 

 
重要文化財（建造物）の指定について 

 

 

◎今回の答申における主なもの 

【重要文化財】 水
すい

準
じゅん

原
げん

点
てん

                    東京都千代田区 
水準原点は明治２４年に設置された我が国の高さの基準である。原点は地下約１０メー

トルの安定地盤から基礎を築き，花
か

崗
こう

岩
がん

の
だい

台
いし

石に水
すい

晶
しょう

板
ばん

をはめ込んで表示する。原点を保

護する
えん

掩
がい

蓋は，小規模ながら古典様式の記念碑的建築である。全国測量の統一的な基準で

あり，近代測量史上，価値が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜担当＞ 文化庁文化財第二課 

  課  長 岡本 任弘（内線 2873） 

  課長補佐 田井 祐子（内線 3025） 

  調査部門 長尾 充，井川 博文（内線 2793） 

  審議会係 小島 学，森 弓乃（内線 3160） 

   電話：03-5253-4111（代表） 

 文化審議会（会長 佐
さ

藤
とう

 信
まこと

）は，令和元年１０月１８日（金）に開催された同

審議会文化財分科会の審議・議決を経て，９件 の 建造物（新規６件，追加３件）

を重要文化財に指定することを文部科学大臣に答申しました。 
この結果，官報告示を経て，国宝・重要文化財（建造物）は，２，５０９件，

５，１２２棟（うち国宝２２７件，２９０棟を含む。）となる予定です。 



 

【重要文化財 新指定の部】 

① 三階建てを階ごとに使い分ける近代の蚕
さん

種
しゅ

農家           （近代／住居） 

塩
しお

原
ばら

家
け

住
じゅう

宅
たく

  ３棟 
主
お も

屋
や

，裏
う ら

蔵
ぐ ら

，稲
い

荷
な り

社
し ゃ

，土地 

所在地：群馬県前
ま え

橋
ば し

市
し

  
所有者：個人 

 塩原家住宅は，前橋市の北西部，利根川左
さ

岸
がん

に

所在する蚕種（蚕の卵）を製造した農家である。

明治時代に製糸業が盛んになると，蚕種の需要

も急増し，大正元年に三階建ての主
おも

屋
や

を新築し

た。換
かん

気
き

を重視する飼育法のために，大
おお

棟
むね

全長に

およぶ越
こし

屋
や

根
ね

をあげた総
そう

櫓
やぐら

とする。 

一階は居住専用とし，二階で蚕の幼虫を，三階で成虫を飼育した。窓上，窓下にも換
かん

気
き

口
こう

を設け， 通
つう

気
き

を細やかに調整する。敷地内には，近世に遡る
うら

裏
ぐら

蔵，明治末期の稲
いな

荷
り

社
しゃ

が

ある。また，敷地内には戦後の事業拡張期に整備された蚕
さん

種
しゅ

製
せい

造
ぞう

施設も残る。 

塩原家住宅の主屋は三階建てで，各階の用途を明確に使い分ける特徴がある。明治時代

に様々に工夫された蚕種製造農
のう

家
か

の発展を示し，高い価値を有している。 

○指定基準＝歴史的価値の高いもの，流派的又は地方的特色において顕著なもの 

 

② 富士山の標高もここから測った我が国の水準測量の原点  （近代／産業・交通・土木） 

水
すい

準
じゅん

原
げん

点
てん

  １基，１棟 

原
げ ん

点
て ん

，掩
え ん

蓋
が い

 

所在地：東京都千
ち

代
よ

田
だ

区
く

 

所有者：国（国土交通省） 

水準原点は，国会議事堂の前，憲
けん

政
せい

記
き

念
ねん

館
かん

の庭

園に所在する。我が国の水準測量における原
げん

点
てん

で

あり，東京湾平均海水面を基準として，明治２４

年に設置された。 

原点は地下約１０メートルの安定地盤から基礎を築き，花
か

崗
こう

岩
がん

の台
だい

石
せき

に水
すい

晶
しょう

板
ばん

をはめ

込んで表示する。
えん

掩
がい

蓋は原点を保護する上
うわ

屋
や

で,原点とは独立した構造をもつ。工
こう

部
ぶ

大
だい

学
がっ

校
こう

造
ぞう

家
か

学
がっ

科
か

一期生の佐
さ

立
たち

七
しち

次
じ

郎
ろう

の設計による古
こ

典
てん

様
よう

式
しき

の記念碑的な建物である。 

水準原点は，国家事業として展開した全国測量の統一的な基準であり，近代測量史上，

高い価値を有している。 

○指定基準＝技術的価値の高いもの，歴史的価値の高いもの 

写真提供 前橋市教育委員会



 

③ 英国人建築家コンドルが設計した旧大名家の本格的な洋風邸宅   （近代／住居） 

旧島
しま

津
づ

家
け

本
ほん

邸
てい

  ２棟 
 本

ほん

館
かん

，事
じ

務
む

所
しょ

 

所在地：東京都品
し な

川
が わ

区
く

 
所有者：学校法人清

せい

泉
せん

女
じょ

子
し

大
だい

学
がく

 
旧島

しま

津
づ

家
け ほん

本
てい

邸は，品川区 東
ひがし

五
ご

反
たん

田
だ

の高台に建

つ。明治後期に建替えが計画され，英国人建築家

ジョサイア・コンドルに設計が依頼された。 

大正６年竣工の
ほん

本
かん

館は，煉
れん

瓦
が

造
ぞう

の白タイル張

りで，弓形に張り出した二層のベランダを列柱

で飾る。
とう

当
しゅ

主の好みにあわせ，全体が洋室で構成されており，玄関のステンドグラスや中

央ホールの大階段など要所を華やかに飾る。邸宅を数多く手がけたコンドル最晩年の名作

住宅として価値が高い。 

旧島津家本邸は，洋式の生活に特化した本格的な邸宅を実現しており，また，家政を司

る事務所も残り，旧大
だい

名
みょう

家
け

華族の本邸の在り様を示して重要である。  

○指定基準＝意匠的に優秀なもの，歴史的価値の高いもの 

 

④ 象徴的な高い塔と
てっ

鉄
こつ

骨
てっ

鉄
きん

筋コンクリート構造で新時代を拓いた庁舎（近代／官公庁舎） 

神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

庁
ちょう

舎
しゃ

  １棟 

所在地：神奈川県横
よこ

浜
はま

市
し

 

所有者：神奈川県 

神奈川県庁舎は，横浜港の近く，日
に

本
ほん

大
おお

通
どお

りに

面して建つ。設
せっ

計
けい

競
きょう

技
ぎ

の一等となった小
お

尾
び

嘉
か

郎
ろう

案をもとに，県庁舎建築事務所が実施設計を行

い，昭和３年に竣工した。 

先代の庁舎が関東大震災で大被害を受けたた

め，鉄骨鉄筋コンクリート構造を採用した。「横

浜三塔」のうち，キングの塔として知られ，相
そう

輪
りん

や宝
ほう

形
ぎょう

屋
や

根
ね

を模すなど，象徴的な塔をもつ庁舎建築の先駆である。
ない

内
そう

装には，宝
ほう

相
そう

華
げ

紋
もん

な

ど，和風を基調とした優れた意匠を見せる。 

また，戦前の公募型の設計競技としては多数の応募があり，一等案を踏襲した実施設計

図面や模型など，設計競技から竣工に至る一連の資料が保存されていることも価値が高い。

地方官公庁舎建築の発展において構造と意匠の画期を示す建物として重要である。 

○指定基準＝意匠的に優秀なもの，技術的に優秀なもの 

写真提供 神奈川県

写真提供 学校法人清泉女子大学



 

⑤ 慶
けい

長
ちょう

と元
げん

禄
ろく

の建物群が良好に維持される本山寺院       （近世以前／寺院） 

金
こ ん

剛
ご う

寺
じ

  ２２棟 

五
ご

仏
ぶ つ

堂
ど う

，薬
や く

師
し

堂
ど う

，閼
あ

伽
か

井
い

屋
や

，護
ご

摩
ま

堂
ど う

，法
ほ う

具
ぐ

蔵
ぐ ら

，

求
ぐ

聞
も ん

持
じ

堂
ど う

，開
か い

山
さ ん

堂
ど う

，宝
ほ う

蔵
ぞ う

，経
きょう

蔵
ぞ う

，弁
べ ん

財
ざ い

天
て ん

社
し ゃ

本
ほ ん

殿
で ん

，

八
は ち

大
だ い

龍
りゅう

王
お う

善
ぜ ん

女
に ょ

龍
りゅう

王
お う

社
し ゃ

本
ほ ん

殿
で ん

，天
て ん

照
しょう

皇
こ う

大
た い

神
じ ん

社
じ ゃ

本
ほ ん

殿
で ん

，

築
つ い

地
じ

塀
べ い

(２所)，鎮
ち ん

守
じ ゅ

水
み

分
くまり

明
みょう

神
じ ん

社
し ゃ

本
ほ ん

殿
で ん

，鎮
ち ん

守
じ ゅ

丹
に

生
う

高
こ う

野
や

明
みょう

神
じ ん

社
し ゃ

本
ほ ん

殿
で ん

，鎮
ち ん

守
じ ゅ

社
し ゃ

拝
は い

殿
で ん

，鎮
ち ん

守
じ ゅ

社
し ゃ

鐘
しょう

楼
ろ う

，旧

理
り

趣
し ゅ

院
い ん

表
おもて

門
も ん

，旧真
し ん

福
ぷ く

院
い ん

表
おもて

門
も ん

，南
みなみ

門
も ん

，総
そ う

門
も ん

 

所在地：大阪府河内長野市 

  所有者：宗教法人天
あ ま

野
の

山
さん

金剛寺 

金剛寺は，河
かわ

内
ち

長
なが

野
の

市
し

街
がい

の西方に位置する真
しん

言
ごん

宗
しゅう

御
お

室
むろ

派
は

の大
だい

本
ほん

山
ざん

寺
じ

院
いん

である。平安末
まっ

期
き

に高
こう

野
や

山
さん

から阿
あ

観
かん

が入り，伽
が

藍
らん

を整えた。天
あま

野
の

川
がわ

の西に伽藍を構え，阿観の創建と伝える

上
じょう

々
じょう

壇
だん

の五仏堂や薬師堂は慶長１１年（1606）の再建で，護摩堂や法具蔵はこのとき整

備された。求聞持堂や開山堂は元禄１３年（1700）の建立で，このとき境内のほとんどの

建物に修理が施された。東の天
あま

野
の

山
さん

に祀る鎮守社は慶長の建立で，その配置は中世山岳寺

院での鎮守のあり方を偲ばせる。 

金剛寺には，江戸時代中期までに建立された建物が群をなして維持されており，高い価

値が認められる。 

○指定基準＝歴史的価値の高いもの 

 

⑥ 峻険な祖
い

谷
や

山
やま

で豪農が幕末に実現した雄壮な住宅       （近世以前／民家） 

徳
とく

善
ぜん

家
け

住
じゅう

宅
たく

（徳島県三
み

好
よ し

市西
に し

祖
い

谷
や

山
や ま

村
む ら

）１棟 

土地 

所在地：徳島県三好市 

所有者：個人 

徳善家住宅は，徳島県西部の山岳地帯，祖谷山

の西端，大
おお

歩
ぼ

危
け

峡
きょう

近くの尾根上に所在する。中

世に当地に入った武士の家系で，近世には祖谷

をおさめる祖
い

谷
や

八
はっ

家
け

の一つとなった。 

主
おも

屋
や

は慶応２年（1866）の建設で，公式の接客の場である上
かみ

座
ざ

敷
しき

と下
しも

座
ざ

敷
しき

は
しつ

質
じつ

実で
かく

格
しき

式

を示す。私的な接客の中
なか

座
ざ

敷
しき

と奥
おく

座
ざ

敷
しき

は柔和な意匠である。豊かな接客空間を，広い台所

などゆとりある居住空間とともに大きな屋根で覆う姿は雄壮である。 

徳善家住宅は，山岳地帯における上層農家の住宅が近世末までに発展した姿を示してお

り，貴重である。 

○指定基準＝流派的又は地方的特色において顕著なもの 

写真撮影 株式会社 便利堂



 

 【重要文化財 追加指定の部】 

① 加賀
か が

を代表する町家の営みを示す酒造施設群         （近世以前／民家） 

喜
き

多
た

家
け

住
じゅう

宅
た く

（石川県野
の

々
の

市
い ち

市
し

本
ほ ん

町
ま ち

） ４棟 

作
さ

業
ぎょう

場
ば

，酒
さ か

蔵
ぐ ら

，前
ま え

蔵
ぐ ら

，貯
ち ょ

蔵
ぞ う

庫
こ

，土地 

   所在地：石川県野
の

々
の

市
い ち

市
し

 

   所有者：個人 

喜多家住宅は，野
の

々
の

市
いち

市
し

街
がい

の中心部に位置す

る。主
おも

屋
や

は，江戸末期の建設で加賀を代表する商

家建築として，通り沿いの道
どう

具
ぐ

蔵
ぐら

とともに，昭和

４６年に重要文化財に指定されている。 

主屋の背後には，酒造の施設が残る。酒蔵は明治３年建設で，前蔵は１９世紀前半の建

設である。作業場と貯蔵庫は明治２４年大火後の建設で，戦後に増築された
こうじ

麹
むろ

室と
せい

精
まい

米所
じょ

も残る。 

当家の生業を示す建物群を土地とともに，追加指定して保存を図る。 

○指定基準＝流派的又は地方的特色において顕著なもの 

 

 

② 近世中期の寺院景観を偲ばせる子
し

院
いん

の門と塀         （近世以前／住宅） 

  摩
ま

尼
に

院
い ん

  ３棟 

表
おもて

門
も ん

，築
つ い

地
じ

塀
べ い

（２所） 

   所在地：大阪府河
か わ

内
ち

長
な が

野
の

市
し

 

   所有者：宗教法人摩尼院 

摩尼院は，金
こん

剛
ごう

寺
じ

の子院の一つで，中心伽
が

藍
らん

の北

に敷地を構える。室町時代前期には南朝の後村上天

皇の行
あん

宮
ぐう

となり，有力な子院の一つであった。 
しょ

書
いん

院は慶長期の建立と考えられ，正規の様式を示

す書院建築として，昭和４０年に重要文化財に指定

されている。 

表
おもて

門
もん

と築
つい

地
じ

塀
べい

は，摩尼院の東辺を画している。
げん

元
ろく

禄年間の建立と考えられ，金剛寺にお

ける境内整備と同時期の遺構である。表門は薬医門で，金剛寺境内の同形式の門の中でも

高い格式を有する。 

摩尼院の表門と築地塀は，金剛寺境内において江戸時代中期の境内景観を色濃く示す一

隅を形成しており，既指定の書院とともに保存を図る。 

○指定基準＝歴史的価値の高いもの 

 

写真提供 野々市市教育委員会



 

③ 祖
い

谷
や

山
やま

伝統の
べっ

別
きょ

居
いん

隠
きょ

居
せい

制を示す最古級の隠居屋
いんきょや

        （近世以前／民家） 

木
き

村
む ら

家
け

住
じゅう

宅
た く

（徳島県三
み

好
よし

市
し

東
ひがし

祖
い

谷
や

）  1 棟 

隠居屋，土地 

   所在地：徳島県三好市 

   所有者：個人 

木村家住宅は，徳島県西部の祖谷山に所在す

る。主
おも

屋
や

は元
げん

禄
ろく

１２年（1699）の建設とされ，祖

谷山で最古の住宅として，また 中
ちゅう

層
そう

農
のう

家
か

の標準

的な平
へい

面
めん

形
けい

式
しき

の住宅として昭和５１年に重要文

化財に指定されている。 

隠居屋は，構造技法から１８世紀後期にさかのぼる建物と推定される。別居隠居制は，

長男が結婚すると主屋を相続し，親夫婦は別棟に移って家計も分ける当地の習俗で，これ

を示す建物として貴重である。また，近世における構
こう

造
ぞう

技
ぎ

法
ほう

の発展を示すとともに，近代

に急速に失われた「二
ふた

間
ま

取
ど

り」の希少な遺構としても価値が認められる。急峻な地形に対

応した敷地とともに追加指定して保存を図る。 

○指定基準＝流派的又は地方的特色において顕著なもの 

 



 

〈個別解説凡例〉 

 番号  特 徴  （年代区分／種類別） 

  名 称   員 数 

   複数棟指定の場合の建造物の名称，土地＊ 等  

    所在地 

    所有者 

 

〈国宝・重要文化財の指定件数〉 

令和元年 10 月答申 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                ※重要文化財の数は，国宝の数を含む。 

（＊建造物と一体をなして価値を形成している土

地を併せて指定するもの。） 

件数 棟数 件数 棟数 件数 棟数 件数 棟数

神 社 577 1,237 577 1,237

寺 院 864 1,251 1 22 865 1,273

城 郭 53 235 53 235

住 宅 97 155 (1) 3 97 158

民 家 355 886 1 1 (2) 5 356 892

そ の 他 195 268 195 268

小 計 2,141 4,032 2 23 (3) 8 2,143 4,063

宗 教 30 50 30 50

住 居 113 449 2 5 115 454

学 校 43 82 43 82

文 化 施 設 39 77 39 77

官 公 庁 舎 31 60 1 1 32 61

商 業 ・ 業 務 23 30 23 30

産業・交通・土木 78 286 1 2 79 288

そ の 他 5 17 5 17

小 計 362 1,051 4 8 0 0 366 1,059

2,503 5,083 6 31 (3) 8 2,509 5,122

（重要文化財）

種 類 別

合 計

現在指定数 新規指定 追加指定 合計

近
世

以
前
の
分
類

近
代

の
分
類

（国　　宝）
種 類 別

件数 棟数 件数 棟数 件数 棟数

神 社 40 75 40 75

寺 院 157 165 157 165

城 郭 9 17 9 17

住 宅 14 20 14 20

民 家 0 0 0 0

そ の 他 4 8 4 8

小 計 224 285 0 0 224 285

宗 教 0 0 0 0

住 居 1 1 1 1

学 校 1 1 1 1

文 化 施 設 0 0 0 0

官 公 庁 舎 0 0 0 0

商 業 ・ 業 務 0 0 0 0

産業・交通・土木 1 3 1 3

そ の 他 0 0 0 0

小 計 3 5 0 0 3 5

227 290 0 0 227 290

現在指定数 新規指定 合計

近
世

以
前
の
分
類

近
代

の
分
類

合 計


